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*  Effects of mental state to acquire the range of knee motion 

after total knee arthroplasty
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はじめに
人工膝関節全置換術 （total knee arthroplasty ；

以下 TKA） 施行患者において， 術後の関節可動域

（range of motion ； 以下 ROM） の再獲得は重要な

目標の一つと言える． これら， 術後の ROM の再

獲得に影響を及ぼす因子についての報告には様々

なものがある． 伊藤 1） や阪本ら 2） は， 術前の膝関

節屈曲の ROM と術後の膝関節屈曲の ROM が最

も強く相関し， 術後の ROM の拡大には， 術前の

ROM が強く影響することを報告している． また，

Schurman ら 3） は， TKA 施行患者における， 術後

の ROM の予後予測を regression tree を使用して検

討しており， 術前可動域， 年齢， 診断名， 伸展ラ

グ， 術前の大腿脛骨角の 5 項目を予後予測の関連

因子としている． これらの報告は， いずれも身体

機能的因子についての報告である． 実際の臨床場

面では， 患者から多くの不安の訴えを聴取し， 患

者の心理的状態が順調な ROM の改善を阻害して

いるような印象を受けることがある． しかし， 患

者の心理的因子と術後の機能回復を検討している

研究は非常に少なく， 両者の関係を明らかにして

いる文献は見当たらない． そこで， 本研究におい

て， 術前の患者の心理状態が， 術後の ROM の改

善や入院期間の短縮に影響を与えるかどうかを検

討することとした．

対象
対象は， 2009 年 1 月〜 2010 年 6 月の期間に当

院にて TKA を施行した患者のうち， 術前 ・ 術後
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【要　旨】

今回， 人工膝関節全置換術施行患者の術前の心理状態が， 術後の関節可動域の改善と術後在院日数に与え

る影響について検討した． 対象は， 当院にて人工膝関節全置換術を施行した 25 例 30 膝とした． 術前に実施

した CMI 健康調査表の結果から， 心理的正常群 （領域Ⅰ） と心理的非正常群 （領域Ⅱ， Ⅲ， Ⅳ） の 2 群に

分類し， 術側膝関節の他動的屈曲角度と術後在院日数について比較した． 膝関節他動的屈曲角度の比較時期

は，術前，術後開始日，術後 1 週目，術後 2 週目，退院時の計 5 回とした． 心理的非正常群では，術後 1 週目，

術後 2 週目， 退院時の膝関節他動的屈曲角度が有意に低値であった． また， 術後在院日数は， 心理的非正常

群において有意に延長していた． 患者の心理状態は， 関節可動域の改善と入院期間に影響を与えることが指

摘された． これらより， 人工膝関節全置換術施行患者のリハビリテーションには， 身体機能的アプローチの

みならず， 患者の心理的ケアも重要であると考えた．
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える． また， 術後在院日数の短縮を図るためには，

ROM の早期拡大と， 個々の心理的 ・ 社会的要因に

配慮した訓練の実施により， 退院に対する不安を

解消することが必要であろう．

本研究により， 人工膝関節全置換術施行患者の

術前の心理状態が， 術後の関節可動域の改善と術

後在院日数に影響を与えることが示唆された． そ

して， 円滑な ROM の改善と入院期間の短縮のため

には， 患者の心理的ケアが重要であることが推察

された． しかし， 今回の検討は ROM と在院日数の

みの比較に留まっており， 術後の ADL 獲得の経時

的変化や動作能力に関して比較することができて

いない． 今後は， 心理的影響が身体機能や動作能

力にどのように影響を与えるのかをより詳細に検

討 ・ 評価し， TKA 施行患者により良い術後生活を

提供できるよう努めていきたい．

まとめ
TKA 施行患者の術前の心理状態が， 術後の膝関

節他動的屈曲角度の改善と在院日数に与える影響

について検討した． 患者の心理的傾向の違いによ

り， 術後 1 週目以降の膝関節他動的屈曲角度や術

後在院日数に差が出現していた． 本研究により，

円滑な ROM の改善と術後在院日数の短縮のために

は， 患者の心理的ケアが重要であることが推察さ

れた．
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